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　北海道でのりんご栽培の歴史は、な
んと150年ほどに及びます。この企画
テーマ展では、2017年に札幌市南区か
ら収集したりんご農家の道具の公開を
中心に、北海道でのりんご栽培の歴史
や、四季折々のりんご園での農作業の
様子、歌や絵本などに利用されている
りんごのすがたなどを切り口に、りん
ごの歴史と文化を紹介しました。
　また、「未来のりんご !?」としてぬり
えの参加型展示を行いました。ここで
は、札幌市厚別区内にある幼稚園の年
長さん371名の協力のほか、来館者に
よるぬりえも随時展示しました。全部

で1,000枚を超える独創的なりんごが
集まり、展示場を華やかに彩りました。
　展示場では、昔の道具を懐かしんだ
り、家族で絵本やぬりえを楽しんだり
する姿が多く見受けられました。

（研究職員　鈴木明世）

第12回企画テーマ展
『りんご農家の道具』を開催 （2018年9月21日～11月25日）
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来館者によるぬりえスペースとりんごの顔出しパネル



　当館では、2016（平成28）年度から翌
年度にかけて野幌森林公園産の植物標
本約900点を受入・登録しました。こ
れらは当館が行っている研究プロジェ
クト「野幌森林公園の生物インベント
リー調査」による植物相調査で採集し
たものです。プロジェクトの目的はこ
の地域の生態系を形づくる生物種の総
目録（インベントリー）の作成にあり、
そのための証拠標本です。
　デジタルカメラで誰でも気軽に撮影
できる時代になりましたが、写真では
正確に種類を確定（同定）できない植
物もあります。また、たとえ間違いが
あっても標本があれば将来正しく同定
し直すことができます。標本はその時
点の自然の姿を閉じ込めたタイムカプ
セルであり、信頼できる植物相調査に
は標本の採集と博物館などでの保存が

不可欠なのです。もちろん、道立自然
公園では動植物採集の原則禁止などさ
まざまな規制があります。当館の調査
も例外ではなく、毎年いくつもの許可・
承認手続きをして実施しています。
　5年間の調査で採集できた種子植物
は500種を越え、そのうち約90種が過
去の調査では記録のなかった種でし
た。大正期から数回にわたって高名な
植物学者が調査し、毎日多くの自然愛
好家が訪れるこの森林公園で、これほ
どの初記録があるとは意外でした。
　写真のヒメニラはその例です。ヒメ
ニラは北海道では道南から道東まで広
く分布しますが自生地は非常に局所的
で、札幌周辺でも限られた地点でしか
見つかっていません。野幌森林公園で
はこれまで記録がなく、今回の調査で
あるひとつの谷だけで群落を発見しま

した。小さな花ですが、身近な自然に
もまだ見過ごされている多様性が隠れ
ていることを教えてくれます。
　調査の成果は当館の研究紀要で報告
したほか、企画テーマ展「野幌森林公
園いきもの図鑑」でお披露目しました。
　近年、博物館にとって地域社会との
連携や市民参加が重要になっています。
今回の植物相調査は、市民グループ「野
幌森林公園調査の会」と自然ふれあい
交流館と連携して実施しました。同会
のメンバーは季節を変えて頻繁に園内
各所を歩き、植物を探して採集し、粗々
の同定および標本化作業までを手分け
して行ってくれました。また、企画テー
マ展についても、同会のメンバーに展
示植物標本の選定や展示作業に参加し
ていただき、当館として初めての道民
参加型企画展となりました。

ヒメニラの標本
左上：企画テーマ展「野幌森林公園いきもの図鑑」での展示
左下：「調査の会」メンバーによる展示標本の選定
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身近な自然の多様性を語る植物標本 水  島  未  記
研究部自然研究グループ　学芸主幹



　昔の北海道の林業では、「冬山造材」
といって、冬に木材を伐り出していま
した。冬山造材は、寒さや作業できる
昼間の短さ、積雪の分だけ樹木が雪に
埋もれて伐り残しが生じてしまうなど
の欠点がありました。その一方で、冬
は樹木の成長が休みの時期で、材質の
安定した木材が得られる、雪を利用す
ると道づくりが簡単で、馬そりで効率
的に木材を運べる、冬は農閑期で、地
元の農業者の労働力が確保しやすいな
ど、欠点を上回る利点がたくさんあり
ました。冬山造材は、雪と寒さを活か
そうとする人々の知恵に裏付けられた
ものでした。
　図1の①に示したように、木を伐り
倒す「伐木作業」には、大きく2つの

工程があります。まず＜受け口＞をつ
くります。木を倒す側の幹に、大きな
斧「サッテ」を使って三角形に切込み
を入れます。
　次に反対側から＜追い口＞として、
水平に鋸をひきます。ポイントは、受
け口と追い口の間に切り残される部分
＜ツル＞を作っておくことです。ツル
があることで、狙った方向にゆっくり
と安全に木を倒すことができます。
　明治時代、木を伐り倒す斧は薪割り
斧に似た短冊形でした。大正時代から
昭和初期にかけて、大きな木を効率よ
く伐り倒すため、刃を長く薄く、刃の
長さと比べて切り口を狭くした大型の
斧、サッテが使われるようになりまし
た（写真1）。

　そして、木を伐り倒す威力を高める
ため、重量は3～4kgと重く、サッテ
を使った受け口切りの作業は重労働で
した。造材に従事した労働者達は、山
の中に作られた簡素な小屋である「飯
場」に寝泊まりしました。伐木作業に
当たった山子（杣夫）さんは、作業を
終えて飯場に帰ってくると、刃こぼれ
を直し、切れ味を良くするために、毎
晩時間をかけて丁寧にサッテの刃を研
ぎました。学校を卒業したばかりの10

代の少年が、夜遅くまでサッテ研ぎを
することもありました。
　総合展示第3テーマ「山に生きる」で
は、冬山造材の様々な道具を見ること
ができます（写真2）。是非、このサッテ
に注目頂き、よく観察してみてください。

図1　伐木作業の手順　全国森林組合連合会ウェブ「伐倒作業の基本技術」（2015年）を参考に作成

写真2　総合展示第3テーマ「山に生きる」コーナー

総合展示室の資料紹介/第３テーマ

冬山造材を支えた道具「サッテ」 青  柳  か  つ  ら
研究部生活文化研究グループ　学芸主査

写真1　斧の形のいろいろ（部分）

A　薪割り斧
B　サッテ　刃が薪割り斧に似た古いタイプ
C　サッテ　刃が長く薄い新しいタイプ
いずれも当館所蔵

A

B

C
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　北海道を中心とした考古学の研究を
進めると、そのアプローチは巨視的に
アイヌ文化の研究につながっていきま
す。これまで考古学的な研究を進める
なかで、北海道の先史文化とは違うオ
ホーツク文化を調べると、サハリンへ、
さらには大陸へ広がる「北の道」がみ
えてきます。また、北海道の在地文化
である擦文文化を調べると、本州の先
史文化とつながる「南の道」がみえて
きます。これは、太平洋の北西部に弧
状に位置する日本、特に北に位置する
北海道では、北と南の歴史･文化の道
の影響を受け、時代ごとに文化的な連
鎖がおき、地域で成熟した文化が展開
してきたもの考えられます。北海道で
成熟した先史文化は、北や南にも拡が
りをみせますが、さほど大きな影響を
もたらすものではありませんでした。
しかしながら、もう一つの歴史･文化

の道、北海道から千島列島、カムチャ
ツカへつうじる「東の道」は、北や南
からの歴史･文化が北海道で成熟し拡
がり、その地域に根ざしながら展開し
たものと考えられます。

◇
　この「東の道」の入口となる北方四
島では、7,000年前ころ北から北海道に
石器づくりの技術が伝わった「石刃鏃」
の文化、4,000年前ころ南からの影響を
うけ北海道で拡がった「北筒式土器」
の文化、2,500年前ころ北海道東部域に
文化圏を持つ「幣舞式土器」の文化な
ど、縄文時代で成熟した先史文化が拡
がっています。2,000年前ころからはじ
まる続縄文文化では、北海道東部に文
化圏を持つ「下田ノ沢式土器」の文化、
後の3～4世紀には「後北式土器」の文
化がみられ、成熟期の文化が拡がって
います。また、5～9世紀に北海道のオ

ホーツク海沿岸域に文化圏を持つ「オ
ホーツク文化」、10～12世紀になるとト
ビニタイ土器を使用する人々、擦文
土器を使用する人々が文化圏を拡げま
す。さらに、17～18世紀のアイヌ文化
では、アイヌの砦、城とされるチャシ
が多く築造され（写真1）、北千島まで
拡がります。また、このころ使用され
た「内耳土器」はカムチャツカ半島の
南端まで拡がっており、アイヌ文化研
究につながっていきます。
　この現象は興味深いことであり、こ
れらの背景には大陸あるいは本州から
の先史文化の影響、さらに封建的国家
の成立にともなう社会構造の変化など
があり、地域社会の文化的構造にその
影響をおよぼし成熟した現象として現
れたものと考えられます。これらの文
化の成熟期は、縄文海進期、縄文後期
海進期など過去の温暖の影響下にあっ
たことも示唆されます。

◇
　このように、もう一つの歴史・文化、
「東の道」を探るため、千島列島から
カムチャツカを視野に入れた「北方四
島の歴史･文化の研究」を進めてきま
した。先に述べたのは、その成果の一
部であり、この他にも多くのことがわ
かってきました。2006年（平成18）にビ
ザなし交流で訪問して以来、毎年「歴
史･文化の学術交流」として国後島（8

回）、色丹島（3回）、択捉島（3回）に訪
問し、早くも13年を数えるようになり
ました（写真2・3）。
　この研究を進めるうえで障壁となっ
ていることは、北方四島が日本の領土
であって、ロシアの実効支配下におか
れている地域であるということです。
このことから内閣府や外務省、北方四
島関係団体、さらには現地での受入機
関（ロシア側）など、多くの方々の協力
がなければ現地調査が実現できない地
域でもあります。戦後、専門家が約60

年間、立入ることができなかった地域
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　研究活動紹介

もう一つの歴史･文化の道―北海道から千島列島、カムチャツカへ―

学芸主幹　右代啓視

1959年、北海道生まれ。北見
市郷土博物館、北海道開拓の
村を経て1989年より北海道
開拓記念館（現北海道博物館）
学芸員。専門は考古学。写真
は2014年色丹島イネモリシ
リの調査にて。

写真2　岩面刻画の調査を終えて（国後島古釜布　2016）

右  代  啓  視
研究部歴史研究グループ　学芸主幹



　このように学術交流や研究活動は成
果をあげており、意識的に継続しなけ
ればならないものであり、新たな交流
や研究のあり方を考えなければならな
い時期になってきております。我々の
北方四島への訪問回数が増えるたび、
元島民の方や在住するロシアの方々と
の交流や友好的な関係が構築されてき
ました。元島民の方々はもとより、現
地のロシアの方々の多くの声として、
江戸時代の千島列島史、特に北方四島
史についてはどうなっているのか、ま
た明治から昭和20年までの北方四島の
歴史･文化の現地調査とその記録を残
してもらえないかなど、多くの要望や
質問が寄せられるようになってきてい
ます。特に元島民の方からは、日本が
建築した現存する建造物や基礎、石碑、
確認できていない墓地や墓石など、正
確な記録を残してほしいとの要望があ
ります。また、元島民の方は、高齢な
ので自分が現地には行けないので代わ
りに調べてもらうことはできないのか
と、さまざまなことが求められるよう
になってきました。

◇
　このことから、もう一つの歴史･文
化の「東の道」を探るため、先史時代、

江戸時代、明治～昭和の時代、さらに
現在までの三つの時期を研究の視点に
加え、その入口にある北方四島の現地
調査を学術的に進めていく計画を進め
ようとしております。すべて満たすた
めには、相当な時間や経費が必要なの
で、できるところから進めようと考え
ております。また、現在、北方四島の
国後、色丹、択捉島では、これまでに
ない速さで学校、文化施設、住宅の建
設、空港や道路の整備などの開発が進
められております。北方四島のロシア
側では、日ロ間の経済交流の一環とし
て、現地では文化財、文化遺産を観光
資源に活用したいとの意見もだされて
います。

◇
　今後の歴史･文化の学術交流は、北
方四島の過去と現在の歴史･文化を検
証し、未来に文化遺産として何を伝え
るべきか、日ロ間の領土問題の枠組み
を超えた人類の文化遺産の継承のあり
方を考えていくべきであると私は考え
ております。この歴史･文化の学術交
流をつうじ近い将来に向けた領土問題
の解決につながることを願い、もう一
つの「東の道」の研究を進展させたい
ものです。
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写真3　古釜布南砂丘遺跡の調査（2018）

であり、歴史･文化研究だけではなく、
多くの研究分野で空白となっていまし
た。先に示した成果は、北海道からカ
ムチャツカにいたる北方四島と千島列
島の考古学的な歴史･文化構造を解明
することにありました。この人類活動
史の研究では、第一に先史時代におけ
る物質文化的連鎖現象、第二に先史時
代から歴史時代における文化接触と文
化拡散、第三に狩猟採集社会の持続可
能な環境と資源などの解明に大きな主
眼をおき進めてきました。
　この13年間継続してきたこの学術交
流では、北海道あるいは日本の歴史文
化の認識を北方四島に在住しているロ
シアの専門家とともに深めることがで
きたこと、さらには史跡、遺跡などの
文化財あるいは文化遺産の保存･保護
のあり方、地域博物館のあり方などを
共同で調査したことにあります。この
学術交流の成果として、国後島では学
校教育の現場で北海道や日本の歴史･
文化を紹介する授業や遺跡の草刈りな
ど子供たちが中心となって実施された
ことです。また、リニューアルされた
国後島古釜布郷土博物館では、2018年
に子ども参加の「郷土史クラブ」が再
結成され、我々の訪問に合わせて先史
文化や北海道の歴史文化などのワーク
ショップを開催しました。択捉島では
択捉島紗那郷土博物館と同図書館が企
画し、子どもたちの郷土史の学習とし
て「先史文化探検隊」が2017年に結成
されました。我々とともに現地で発見
した遺跡を教材として、択捉島の先史
文化の現地学習が行われています。こ
れは、学術交流の大きな成果の一つで
す。

◇

写真1　色丹島マス場
チャシの調査（2013）



意見交換を行い、実りの多
い時間を過ごすことができ
ました。

　8月2日（日）、同館より
オルウィン・ボードウェン
氏が来道し、北海道博物館
と同館の友好館と共同研究
に関する覚書の調印式を行
いました。この覚書をふま
え、2018年からの5年間、「北
方地域」という類似性を持
つ、両地域の自然、歴史、
文化、博物館を切り口に、
新たな共同研究を行う予定
です。
（学芸主査　青柳かつら）
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お気に入りの素敵なバッチが完成！

写真1　丸瀬布での共同調査　マチュシコフ氏（最左）、
ドゥビニーナ氏（左から2番目）

写真2　調印式　中央がボードウェン氏と当館館長

　森林公園内の木々も色づき始める
頃、はっけん広場では秋のイベントと
して落ち葉形のバッチをつくる、「羊
毛で落ち葉っち！」を開催しました。
葉っぱの型に、赤、黄色、オレンジ色
といった、紅葉の色合いに染色した羊
毛を、少しずつ伸ばしながら巻いてい
きます。
　巻くときに羊毛にねじりを加え、毛
糸状にして「葉脈」を表現するのがポ

　北海道は、カナダ・アルバータ州と
は1980年に、ロシア・サハリン州とは
1998年に姉妹提携を調印して以来、さ
まざまな交流を行ってきました。ここ
では、最近の北海道博物館とこれら姉
妹州の博物館との交流事業の話題を紹
介します。

　7月26日（木）～8月9日（木）、同館よ
り、ゲナンジー・マチュシコフ氏（専
門：動物相、古生物）と、ヴィクトリア・
ドゥビニーナ氏（専門：昆虫）が来道
しました。期間中は、当館職員ととも
に、釧路、根室、遠軽町丸瀬布など主
に道東の地域博物館、湿原や湖沼、山
林を訪れ、収蔵資料調査、鳥や昆虫の
生態調査などを行いました。事業を通
じて、両館の職員相互が知見の共有や

○ロシア・サハリン州郷土博物館研究
者との研究交流（写真1）

○カナダ・ロイヤル・アル
バータ博物館との調印式
（写真2）

イントです。後はひたすら「ぐるぐる、
ねじねじ、ぐるぐる、ねじねじ…」と
羊毛を粘り強く巻いていきます。
　最後まで巻いたら、残りの羊毛にさ
らに強いねじりをかけて「葉軸」を作
り、安全ピンをつけて完成です。
　このイベントでは、「羊毛を巻くだ
けでしょ？？」とお子さんが苦戦して
いる姿を見て、お母さんが参戦する姿
もありました。簡単に見えた「羊毛を

トピックス

はっけん広場のイベントで、秋を満喫！

ロシア、カナダの博物館との交流事業が進行中です

お母さんの応援に励まされて頑張っています

ねじって巻く」という工程が意外に難
しく、お手伝いが本気モードへ変わり
ます。子供だけでなく、大人も真剣に
参加する姿が見られました。できあ
がったバッチも、羊毛のふわふわ感
たっぷりの葉っぱやキリリと尖った
葉っぱなど、大きさも形も人それぞれ
で、とっても個性的でした。色とりど
りの紅葉が舞い散るイベントとなりま
した。　　　　　（解説員　折舘里佳）



　当館アイヌ民族文化研究センターが
編集・発行している、アイヌ文化を紹
介する小冊子『ポン　カンピソㇱ』。
　第1巻「イタㇰ　はなす」（アイヌ語）
から第9巻「地名」まで、各巻ごとにテー
マを定め、Ａ5判32ページの冊子にま
とめたものです。
　これまで、道内の各学校や道内外の
図書館などに送付するほか、学習・研
究のため希望する方々に配布してきま
した。お陰様で、たいていの巻は幾度
か増刷を重ねてきたのですが、それで
も品切れ状態になってしまう巻が続
出。今年度に入ってからは、5巻以降は

在庫がない状態が続いていました。
　このほど、9巻全てを増刷できるこ
とになりました。この機会に、特に近
年の動きについて補訂を行うなど、少
しだけですが、学習のための情報の
“アップデート”も進めています。
　2019年3月には発行予定。誌面は当

１　はなす（アイヌ語） 
２　着る（衣服）
３　食べる（食事）
４　住まい
５　祈る（信仰）

６　口頭文芸（口承文芸）
７　芸能
８　民具
９　地名

アイヌ文化紹介小冊子『ポン　カンピソㇱ』全9巻
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　アイヌ民族文化研究センターだより

アイヌ文化紹介小冊子『ポン　カンピソㇱ』増刷します

館のウェブサイトにも掲載する予定で
す。あとしばらくお待ちください。
（アイヌ民族文化研究センター長

小川正人）

▲ 幕別町にお住まいだった安東ウメ子さんによる伝統料理。実際に作っていただ
き、その様子を紹介しています。（「３　食べる」より）

▲ 衣服に関する冊子ではこんな情報も。着物のたたみ方（左側のページ）や着物
などに施す文様について説明しています。（「２　着る」より）

▲  さて、よくご質
問いただくのが
「 こ の 『 ポ ン 
カンピソシ』っ
て？」。その答
えも、この小冊
子をごらんくだ
さい！

  （「１　はなす」よ
り）

▲ アイヌ文化の理解にとって大事なポイントにはコラムなど
で触れています。要点の英訳もあります。

    （「４　住まい」より：「チセ」という言葉についての説明）

小冊子の誌面から



活動ダイアリー

○2018年9月～11月
総合展示室     25,464人　特別展示室     10,085人　はっけん広場　  7,038人
○累計（2015年4月～2018年11月）
総合展示室　419,194人　特別展示室　304,231人　はっけん広場　99,291人
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来館者数

9月1日（土）
■はっけんイベン
ト「羊毛で落ち葉
っち！」が開幕。
（～11月25日の
土日祝振）

9月6日（木）～8日（土）
■台風21号および北海道胆振東部地震の影響に
より、臨時休館。
9月8日（土）
■台風・地震の影響により、ちゃれんが子どもク
ラブ「アイヌ音楽　うたおう・おどろう・ならそ
う・ひこう」を中止。
9月9日（日）
■台風・地震の影響により、ミュージアムカレッ
ジ「北蝦夷地ウショロ場所物語」を中止。
9月15日（土）
■総合展示室クローズアップ展示①～②を展示入
替。
①古文書を読む／
新着資料　フラー
シェム家の古文書

②北海道の双六あ
れこれ

■ちゃれんが子どもクラブ「アンモナイトを解剖
しよう」を開催。担当：栗原憲一・圓谷昂史。
9月17日（月・祝）
■ハンズオン「蓄音機で音楽を聞いてみよう」を
開催。
■ミュージアムトーク
「なぜ、アンモナイト
は世界中から産出する
の？」を開催。担当：
栗原憲一。

■屋上スカイビューを特別開放。

2018年9月～11月の記録
9月21日（金）
■第12回企画テーマ展
「りんご農家の道具」
が開幕。（～11月25日
（日））

9月22日（土）
■アイヌ語講座「日常会話のリズムとイントネー
ションを中心に（全2回）」第1回を開催。担当：
奥田統己。
9月23日（日・祝）
■ハンズオン「リンリン黒電話」を開催。
■ミュージアムトーク「展示場のトンコリを弾い
てみよう」を開催。担当：甲地利恵。
■屋上スカイビューを特別開放。
9月24日（月・振）
■ハンズオン「石器にさわってみよう」を開催。
■ミュージアムトーク
「りんご農家で使われ
た道具のいろいろ」を
開催。担当：山際秀紀。

■屋上スカイビューを特別開放。
9月29日（土）
■アイヌ語講座「日常会話のリズムとイントネー
ションを中心に（全2回）」第2回を開催。担当：
奥田統己。
10月6日（土）
■第5回アイヌ
文化巡回展「ア
イヌ語地名を歩
く－山田秀三の
地名研究から－
2018標津」が
開幕。（会場：
標津町生涯学習センター。～10月21日（日））
■ちゃれんが子どもクラブ「やってみよう、ステ
ンシル！」を開催。担当：会田理人・山際秀紀。
10月7日（日）
■ミュージアムカレッジ「囚人が逃げた！－明治
期の集治監関係の文書から」を開催。担当：山田
伸一。
10月10日（水）
■館内定例研究報告会を開催。発表者：甲地利恵
・山際秀紀。
10月13日（土）
■アイヌ語講座「はじめてからのアイヌ語講座
（全3回）」第1回を開催。担当：田村雅史。
10月20日（土）
■自然観察会「落ち葉でＰＯＮ！」を開催。担当
：堀繁久・水島未記・表渓太、高橋治貴・濱本真
琴（自然ふれあい交流館）。

10月21日（日）
■古文書講座「ゆとり古文書講座（全3回）レベ
ル3」第1回を開催。担当：東俊佑。
■古文書講座「はじめての古文書講座（全3回）
レベル1」第1回を開催。担当：東俊佑。
10月28日（日）
■北のミュージアム活性化実行委員会主催「体験
型イベント　北のみゅぜふぇす」を共催。
10月31日（水）
■館内定例研究報告会を開催。発表者：表渓太・
杉山智昭。
11月3日（土・祝）
■特別イベント「ミュー
ジアムコンサート　アイ
ヌ音楽ライブ」開催。演
者：MAREWREW（マ
レウレウ）。
■文化の日講演会「近世
初期における日本人の地
理認識の転換」を開催。
講師：藤井讓治氏（京都
大学名誉教授）。
11月4日（日）
■ミュージアムカレッジ「博物館の産業資料を読
む」を開催。担当：会田理人・山際秀紀。
11月10日（土）
■アイヌ語講座「はじめてからのアイヌ語講座
（全3回）」第2回を開催。担当：田村雅史。
11月17日（土）
■公開講座「シンポジウム　北方四島の過去と現
在・未来に何を伝えるか－歴史・文化遺産を伝え
る－」を開催。発表者：右代啓視・鈴木琢也ほか
外部有識者。（会場：釧路市立博物館）
11月18日（日）
■古文書講座「ゆとり古文書講座（全3回）レベ
ル3」第2回を開催。担当：東俊佑。
■古文書講座「はじめての古文書講座（全3回）
レベル1」第2回を開催。担当：東俊佑。
11月19日（月）
■慰霊行事（イチャルパ）を実施。
11月23日（金）
■ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社主催「北海道スマ
ホスタンプラリー」にスタンプ押印スポットとし
て参加。（～2019年4月2日（火））
11月24日（土）
■北海道民族学会2018年度第2回研究会を共催。
11月25日（日）
■ちゃれんがワークショップ「稲わらで縄をつく
って、長なわとびに挑戦！」を開催。担当：池田
貴夫・舟山直治。
11月28日（水）
■館内定例研究報告会を開催。発表者：大坂拓・
東俊佑。

※■は展示活動、■は教育普及活動、■はその他の博物館活動です。

人事異動
新任（12月1日付）学芸部道民サービスグループ兼研究部歴史研究グループ学芸員：
田中祐未
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